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県営浅虫水族館　大水槽改修工事

 (1.4.2)[1.4.2]

　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

　　　　クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　　　分析対象

　・分析による石綿含有建材の調査

・埋設配管・配線

　・放射線透過試験

　　　労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和

　　　47年労働省令第41号）等に定めるところによるほか、

　　　　1)作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有

　 　　 　するものとし、資格を証明するものとし、資格を

      　2)放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体

　      　に影響のない程度まで照射器より離れる。また、

      　3)露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜

　　　　4)付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を

　　　　5)躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を

　　　　　　撮影枚数　　　        枚

   　　　 　フィルムサイズ

　        　コンクリート厚さ　　　cm

　・探査機（電磁波ﾚｰﾀﾞｰ法又は電磁波誘導法）による探査

　　　配管　・配線等の位置の墨出を行う

　　　範囲

　及び鉄筋調査

あと施工アンカー工事

　6章及び8章による

コア抜き、はつり工事等

　※既存資料調査

・施工条件 (1.3.5)[1.3.5]・施工順序 

・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所 

・石綿含有建材 調査

　※石綿含有建材の事前調査 

　　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、

[1.5.1]

　（・図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　貸与資料

・環境への配慮

　① 合板､木質系フローリング､構造用パネル､集成材､単板

　　 に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

　④ ①の材料を使用して作られた家具､書架､実験台､その他

　とする。

1)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要

　　 発散しない又は発散が極めて少ない材料で､設計図書

　　 を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　 スチレンを発散しないか､発散が極めて少ない材料を

　② 接着剤及び塗料は､トルエン､キシレン及びエチルベン

　　 ユリア樹脂板､壁紙､接着剤､保温材､緩衝材､断熱材､

　　 使用したものとする。

　の品質及び性能を有すると共に次の①から④を満たすもの

　　 積層材､MDF､パーティクルボード､その他の木質建材､

　　 塗料､仕上塗材は､アセトアルデヒド及びスチレンを

　　 応じた材料を使用する。

　   ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　 の什器類は､ホルムアルデヒド､アセトアルデヒド及び

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5)製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、

　　屋上緑化システム、トップライト、ポリマーセメント

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既調合モルタル（タイ

　　ル工事用）、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、

　　錠前類、クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸

　　（手動開き式）、重量シャッター、軽量シャッター、

　　オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、

　　フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、

　　トイレブース、天井点検口、床点検口、グレーチング、

　　モルタル、鋳鉄製ふた

特記仕様書

３．工事種目

２．敷地面積

Ⅰ.工事概要

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁

Ⅱ.建築改修工事仕様

(3) 本特記仕様書の表記

  2)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

    ・印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　3)特記事項に記載の［　.　.　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、

    ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、機械設備工事の

  5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　　ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

　　（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築工事標準仕様書（建築

  1)項目は、・印の付いたものを適用する。　　　　　　○

　　・建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）

□Ｇ

　　・建築工事標準詳細図（令和４年版）（以下「標準詳細図」という。）　　○

　　営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」

　　工事編）令和７年版（以下「標準仕様書」という。）によるほか、下記仕様

　　特記仕様書は（　　／　　 ）図による。

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び

    機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　　　　　　　○

　　○

　　○ ○

    当該図又は当該表を示す。

　　（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する

　　おける判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目

　　書等のうち、○を付けたものを適用する。

　4)特記事項に記載の（　.　.　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、

    当該図又は当該表を示す。

特　　記　　事　　項項　　目章

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には

　　　風速（Vo=　　m/s）

　　　地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

　・風圧力

　・積雪荷重 　　

　　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

・適用区分

　　　別表（　　　　　　）

次の条件を用いる。

(1.4.1)[1.4.1]

・材料の品質等

1)本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能

2)備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品

3)標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法について

  は、材料製造所の指定する工法とする。

　承諾を受ける。

4)本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業

　となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督

　職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

　③安定的な供給が可能であること。 

　④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得してい

　の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員の

　者等は、次の①から⑥の事項を満たすものとし、その証明

　員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　　ること。 

　の調査 

　　　石綿含有建材の事前調査を行う。

　　（・アスベスト関係材料調査票　・既存図面　・　 　）

　　　次による。

　 　　 　証明する資料を監督職員に提出する。

　      　作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

        　調整する。

材料名

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-1または

JIS A 1481-2

JIS A 1481-3、

JIS A 1481-4または

　・　　　箇所

　　　分析方法

　　サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

　・　　　箇所

　・　　　箇所

　・　　　箇所

　・　　　箇所

　・　　　箇所

JIS A 1481-5

　　　　　受けるものの有無を確認する。

　　　　　講ずる。

1

各

章

共

通

事

項

　　・公共木造建築工事標準仕様書（令和７年版）

　　基本方針（令和8年2月3日変更閣議決定）」に定める特定調達物品に

　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジプチル及びフタル酸

　　 ジエチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤

　　採取箇所　　　・図示による　　　・　

　　　　※図示による　　・　

１．工事場所

４．工事内容

　（※現場説明書による　　・図示　　　　　　　　　　）

※「３.工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「３.工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は

６.工事範囲

・無

  下記のとおりとする。

５.指定部分 ・有　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

Ａ－ ０１ 特記仕様書2026.05

３　建具改修（トレーニングプール）

２　ろ過水槽改修

１　大水槽改修 改修一式

11,580.38 ㎡

青森市大字浅虫地内

改修一式

改修一式

改修一式

５　機械設備（別図仕様書による）

１　大水槽改修

　　・　既存擬岩撤去処分

　　・　床、壁防水改修（シーリング改修）

　　・　内外アクリル板研磨

　　・　新規擬岩等改修

　　・　照明設備改修（電気設備工事）

２　ろ過水槽改修

　　・　既存ろ過槽撤去

　　・　ろ過機架台改修

※水族館の指示による

現場指示による

吹付材 1

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

改修一式

４　電気設備（別図仕様書による）

１　大水槽改修

　　　１階　大水槽

２　ろ過水槽改修

　　　２階　大水槽ろ過水槽

３　建具改修

　　　１階　トレーニングプール

その他　遵守すべき事項　

　　１．請負者は、常に施設等の安全に留意して、水族館の営業等に支障のないよう、

　　　　必要な処置を講ずること。

　　　　対応すること。

　　※　本仕様書に記載されなくとも明らかに必要なものは、請負者の責任の基速やかに

　　　　する。

　　５．本仕様書に定めのない疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するものと

　　４．工事内容に応じ必要諸官庁届出がある場合は、請負者の責任の基で対応すること。

　　３．作業中生じた一切の事故及び損害は、請負者が負うものとする。

　　２．作業が水族館営業時間外になる場合は、警備対応を講ずること。

３　建具改修

　　・　SUS建具改修

　　・　ろ過ポンプ改修（機械設備工事）

　　・　ろ過機改修及びろ過配管改修（機械設備工事）
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県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽改修位置を示す

大水槽

1/600Ａ－ ０３

物置物置

大水槽（№15）改修

建具改修位置

建具改修位置を示す

展示コーナー
クラゲ

イカ

展示コーナー

作業床（２）

SS

チケット事務室

ポーチ

ラッコプール
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県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大　水　槽

大　水　槽
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排水ピット

外部：アクリル板研磨

内部：アクリル板研磨

内部：アクリル板研磨

大水槽　改修２階平面図 1/751/75大水槽　改修１階平面図
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水槽：エポキシ樹脂ライニング防水

大水槽改修　平面図

床：エポキシ樹脂ライニング防水

敷き砂ァ100

Ａ－ ０４

③　アクリル板研磨（内外部）

②　床・壁エポキシ樹脂ライニング防水

　　シール打増し部を示す

④　アクリル板周囲シーリング打増し（内部）マリンシーラントGX

水槽内　改修内容

①　既存擬岩撤去（サンゴ・砂共）

　　※　外部研磨作業時間帯は、水族館と協議する


⑤　新規擬岩（サンゴ等）取付

⑥　敷き砂ァ100　（砂：水族館支給）

1,
10

0

擬岩受け：H-175×175×7.5×11
亜鉛メッキ処理

ウェブに穴あけφ12＠600

※ 取付位置は、現場打合せによる

4,000800

4,
00

0

2,400

既存パイプ支柱：切断撤去（6箇所）

擬岩受KA鉄骨：溶接アンカー止め

脱着式：さや管方式

手摺　詳細図

※　SUSは全てSUS316とする

ベース：SUS150□ t=3.2

打込みアンカー固定

1/30

SUS:φ38.1×3.0

SUS:φ27.2×3.0

30
0

タラップ：SUS製（SUS316）

手摺：SUS製（SUS316）

既存木製手摺：撤去

既存撤去：同寸法改修

擬岩受KA鉄骨：溶接アンカー止め

2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号 1/50

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽　改修断面図２ 1/50

50
0

1,
50

0
50

0

1/50大水槽　改修断面図１

7,250

4,
10

0

250

50
0

1,
50

0
50

0

4,950

内外：アクリル板研磨

擬岩受け：H-175×175×7.5×11
亜鉛メッキ処理

ウェブに穴あけφ12＠450
溶接アンカー止め

溶接アンカー止め

排水ピット

900×900 H＝650

ピット：エポキシ樹脂ライニング防水 ピット：エポキシ樹脂ライニング防水

900×900 H＝650
排水ピット

床：エポキシ樹脂ライニング防水 床：エポキシ樹脂ライニング防水

エポキシ樹脂ライニング防水仕様

擬岩受け：H-175×175×7.5×11
亜鉛メッキ処理

ウェブに穴あけφ12＠450

40
0

10
0

1,
60

0
2,

00
0

1,
70

0

10
0

1,
71

0
15

0
1,

60
0

40
0

10
0

1,
60

0

1,
60

0
10

0
1,

71
0

15
0

水槽：エポキシ樹脂ライニング防水

水槽：エポキシ樹脂ライニング防水
450

450

水槽：エポキシ樹脂ライニング防水

内外：アクリル板研磨

水槽：エポキシ樹脂ライニング防水

△ WL △ WL

壁：結露防止塗装

壁：結露防止塗装

壁：結露防止塗装

壁：結露防止塗装

壁：結露防止塗装

壁：結露防止塗装

大水槽改修　断面図

③　アクリル板研磨（内外部）

②　床・壁エポキシ樹脂ライニング防水

　　シール打増し部を示す

④　アクリル板周囲シーリング打増し（内部）マリンシーラントGX

水槽内　改修内容

①　既存擬岩撤去（サンゴ・砂共）

　　※　外部研磨作業時間帯は、水族館と協議する


Ａ－ ０５

⑤　新規擬岩（サンゴ等）取付

⑥　敷き砂ァ100　（砂：水族館支給）

既存撤去：同寸法改修

手摺SUS製手摺SUS製（SUS316）

タラップ：SUS製（SUS316）

2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

エポキシ樹脂系ライニング防水　施工要領

１）　既存防水表面層（トップコート面）をケレンする。

　　　サンディング工法（必要に応じ水洗いをする）

　　１　下地の乾燥状況を確認する。

　　３　床面の防水工程（D-2M 2プライ：参考）により防水を行う。

　　４　壁面の防水工程（D-2M 2プライ：参考）により防水を行う。

　　２　役物（配管、ピット）周囲を処理する。

　　※　各工程の乾燥状況を確認し次の工程を実施する。

２）　下地調整処理

３）　防水施工

４）　片付け・清掃

５）　養生（20℃で7日間を目安とする）

　　　　撤去部はエポキシ防水パテにより補修する（不陸調整）。

　　　　防水層の浮きや傷等がある場合は、防水層を撤去する。

シール打増し断面詳細図

シール打増し　施工要領

１）　既存シールの清掃

　　　１　汚れ、スケール等を清掃する。

２）　施工箇所の養生、マスキングを行う。

３）　プライマー塗布

　　　１　被着面に応じたプライマーを選定し塗布する。

　　　２　適切な乾燥時間を置く。

４）　シール打増し

　　　１　材料を混合撹拌する。

　　　２　打設用器具を用いて被着面に薄く打設する。

　　　３　シール材を被着面に塗り込む。

　　　４　目地のサイズに合わせてシール材を打設する。

　　　　　シール材の内部に空気が残らないようにヘラ等で押え均す。

５）　目地表面をヘラで均して仕上げる。

６）　養生、マスキングの撤去

７）　マスキング撤去時にはみ出したシール材を補修する。

８）　１週間（温度による・採暖等の対応）の養生期間を取って水張可能。

下部詳細図

既存シール

ア
ク

リ
ル

板

シール打増し

アクリル板

サイド詳細図

既存シール

シール打増し

ア
ク

リ
ル

板

上部詳細図

シール打増し

既存シール

１）　研磨粉の飛散防止のため、アクリルパネルから床面の養生を行う。

アクリル研磨　施工要領

２）　研磨方法

　　　　　・　キズの程度によるが、耐水ペーパーの番手を十字細かいものに

　　　　　　　上げていくことにより、アクリルのキズを研磨することができる。

　　　１　概略

　　　２　研磨方法

　　　　　・　弾性のある平らな物に①耐水ペーパーを巻き手で研磨する。

　　　　　　　広い面積には②サンダーを用いる。

　　　　　・　番手は次の順に上げていく。

　　　　　　　乾式研磨：♯120～♯240

　　　　　　　湿式研磨：♯400～♯800、♯1000、♯1200、♯1500～♯2000

　　　３　道具、材料

　　　　　・　最後は、③電気バフに④研磨剤を付け、鏡面研磨する。

　　　　　　①耐水ペーパー、②サンダー、③電気バフ、④研磨剤

３）　研磨部分の状況に応じ、以下の作業を行う。

　　　　　　　・　バフに依る研磨。

　　　重研磨　キズが多い場所（爪が引っかからない程度の浅いキズと引っかかる様な

　　　軽研磨　キズが少ない場所（爪が引っかからない程度の浅いキズ）

　　　　　　　少々の深いキズの混在）

　　　　　　　・　湿式研磨（♯400～♯2000）

　　　　　　　・　キズの深さに応じて乾式研磨（♯120～♯240）を行う。

　　　※　アクリルに大きな傷、割れがある場合は監督員に報告し施工方法を検討する。

◎　内部アクリル研磨工程

　　　　　　　・　バフに依る仕上げ研磨

　　１　水洗い清掃・脱脂

　　５　サンディング工程③　　湿式＃800相当

　　２　小傷部先行研磨

　　３　サンディング工程①　　乾式＃240相当

　　４　サンディング工程②　　湿式＃400相当

　　６　サンディング工程④　　湿式＃1200相当

　　７　粗バフ

　　８　仕上バフ

　　９　拭き上げ清掃

　　１　水洗い清掃・脱脂

　　２　小傷部先行研磨

　　３　サンディング工程①　　湿式＃800相当

　　４　サンディング工程②　　湿式＃1200相当

　　５　粗バフ

　　６　仕上バフ

　　７　拭き上げ清掃

◎　外部アクリル研磨工程

県営浅虫水族館海　大水槽改修工事

水槽改修 施工要領書Ａ－ ０６2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

1/30大水槽改修　擬岩平面図Ａ－ ０７

・自然石（サンゴ岩）パネル使用

・ウレタン塗装エイジング＋トップコート仕上

・内部補強（PVC・VP管・FRPアングル）

・シール固定（1液シリコン＋珪砂まぶし）

・FRP擬岩（2PLY）を使用

・死水対策（ネット開口＋穴加工）

FRP擬岩仕様

1/40大水槽　擬岩　平面図

2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽改修　擬岩展開図Ａ－ ０８ 1/502026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽改修　擬岩断面図Ａ－ ０９2026.05 1/20



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

Ａ－ １０ 大水槽改修　サンゴ平面図2026.05 1/40
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事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

Ａ－ １１ 大水槽改修　サンゴ立面図2026.05 1/40



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽改修　レプリカサンゴリストＡ－ １２2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

Ａ－ １３ 大水槽改修　レプリカサンゴ取付図2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号 1/50

①　擬岩撤去

②　敷砂撤去　

撤去内容

1/50サンゴの海水槽（№15）既存　撤去図

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽改修　既存撤去図Ａ－ １４2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号 1/50

県営浅虫水族館　大水槽改修工事
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コンクリート金ゴテ押エ

ジベル筋：D10打込みアンカー＠400
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7,800 100

1,
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0
30

0

100
ろ過機架台

ろ過機架台（№15）改修　断面図 1/50ろ過機架台（№15）改修　平面図 1/50

コンクリート金ゴテ押エ

コンクリート補修

ろ過機（設備工事）

コンクリート補修

※ 鉄筋等の露出部は、コンクリートを堀込し錆止め処理し

モルタルを充填する。

架　台　配筋：D10＠200　タテヨコ　SD295A

コンクリート：Fc＝21N/mm2　Ｓ＝15㎝

ろ過水槽　改修図Ａ－ １５2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号 1/50

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

1/50

オーバーフロー孔（400×300）

▽ 水上

▽ WL

水路

1/50
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H3

ろ過水槽（№15）撤去　平面図
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ろ過水槽（№15）撤去　断面図
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水槽内：エポキシ樹脂ライニング防水　撤去

オーバーフロー孔（400×300）

ろ過水槽

ろ過水槽　撤去

水路　撤去

ろ過水槽　撤去 ろ過水槽　撤去 ろ過水槽　撤去

木製作業床　撤去

H2 : 6～8mm　　　　【 0.40m3 】×４槽

H1 : 12～20mm　　　【 0.74m3 】×４槽

H3 : 0.8～1.2mm　　【 1.34m3 】×４槽

撤去　ろ材表

作業床　撤去

（木製スノコ）

ろ過水槽　既存撤去図Ａ－ １６

ろ過砂　撤去

水路内：エポキシ樹脂ライニング防水　撤去

吹付材：アスベスト含有

吹付材：アスベスト含有

2026.05
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事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

仮設間仕切壁　詳細図 1/50
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大水槽

700
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1/100・50仮設間仕切図
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7,500 7,500

7,
80

0

5,
27

5
2,

52
5

700

熱帯水槽コーナー
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木製枠：木製扉

Ｗ＝800×H＝1,800

仮設間仕切壁　平面図 1/100
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防湿シートァ0.15

LGS100形

Ａ－ １７2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

1/100・50Ａ－ １８ トレーニングプール　建具改修図

備　　　　　考

建　具　金　物

仕　上・ガラス

形　式・枠見込

姿　　　　図

基準納り図

取 り 付 箇 所

符 号 　 数 量

13,000

3,
00

0

50
0

2,
50

0

1/100仮設足場　展開図

3,
05

0

トレーニングプール Ｗ、Ｈ寸法は、現地再調査の上、施工すること。

扉の改修

ステンレス扉　改修

35
0

200

2,030

平　面　図

2,030

ホイストレール塞ぎゴム

シーリング再充填

シーリング撤去

（巾40・深さ20）

ステンレス製（SUS316）

塞ぎゴム

両開きフラッシュ戸　　扉厚：50　扉のみ改修

ＳＳＤ－１　扉のみ改修

門落し、丸棒かんぬき、ロングヒンジ丁番

2026.05
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県営浅虫水族館　大水槽改修工事

Ｅ－ ０１ 電気設備　特記仕様書2026.05

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

Ⅰ．工事概要

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

備　　考

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火災報知設備

駐車場管制設備

電熱設備

受変電設備
電力貯蔵設備

雷保護設備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発電設備

電灯設備

電気自動車用充電設備

拡声設備

構内通信線路
構内配電線路

建物名称 構 造
階 数

施設の分類

工　　事　　種　　別
屋　外

動力設備

２．建物概要

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

建築基準法による
延べ面積(㎡)

消防法施行令
別表第一の区分

備 考

工事種目
建物別及び屋外

４．指定部分 ○ なし
○ 範囲：　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日あり

Ⅱ．工事仕様
１．共通仕様

２．特記仕様
　特記事項は、●印の付いたものを適用する。

○

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

風圧力

積雪荷重

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）
地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域
別表（　　　　　　　　　　　）

１ ． 適 用区 分

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を
　行う。

２．電気工事士

図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記
仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

（以下「標準仕様書」という。）
　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

庁　舎

３．機材の品質等

　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）
　　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）

　●印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　●印と※印の付いた場合は、共に適用する。

地上 地下 塔屋

注*
　　 JIS C 62271-200による 高圧スイッ チギ ヤの 製造業者等 は、
　　上記（２）①～⑥すべての事項を満たす証明となる資料を提出して
　　監督職員の承諾を受ける。
　　ただし、 JEM1425による高圧スイッチギヤ（ CW） /（ PW）【＊を付し
　　た機材名を記載】について上記（２）①～⑥すべての事項を評価され
　　たことを示す外部機関が発行する書面を提出し、監督職員の承諾を受
　　けた場合は、「①品質及び性能に関する試験データを整備しているこ
　　と。」を除き、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　　 JIS C 62271-200による高圧スイ ッチギヤ（図　～　）を 含む。

施工範囲　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。５．他工事との取合い

６．耐震施工

　　方法とする。
　　ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　　を採用する場合はこの限りではない。
　①設計用水平地震力

　１．０

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 　２．０ 　１．５ 　１．５

中間階

地階・１階

機器種別

機器
防振支持の機器

水槽類
屋上

及び塔屋
　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０機器

防振支持の機器
水槽類
機器

防振支持の機器
水槽類

　２．０
　２．０

　２．０
　１．５

　２．０
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．０

　１．０
　０．６
　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０
　１．５

　１．０
　１．０

　１．０
　１．０

　０．６
　０．６

　　特定の施設 　　一般の施設

○ ○ ○中央監視制御装置

　・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

○ 配電盤 発電装置（防災用）
　・重要機器は次のものを示す。

○

　・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

直流電源装置
○ 交流無停電電源装置 交換装置○ 自動火災報知受信機

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

○
○

　・水槽類には燃料小出タンクを含む。

　②設計用鉛直地震力
　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（１）設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」
　　（独立行政法人建築研究所監修）により、次に示す設計用地震力に耐える

　たものとする。なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。
　機器の重量［ｋＮ］に、地域係数(1.0)及び設計用標準水平震度を乗じ

　　　提出する。
（３）1kNを超える機器のアンカー類については耐震支持に対する計画書を

　　　する。
（２）横引き配管等の耐震支持は、施設の耐震安全性の分類に応じたものと

○
　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当
たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立

　　　　調査方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○
○　　　型番確認の上、製造者 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

○
○

　　　なお、調査にかかる費用は、　　本工事　　　　別途　　　とする。○ ○
○

　　　　調査範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．石綿含有製品調査　イ）撤去機器、器具等について石綿含有製品調査を行い、監督職員に報告
　　　する。

　ロ）下記の石綿含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサ
　　　ンプル数は監督職員と協議する。

８．足場その他 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。※

○

○ 既設部分の養生

○ 仮設間仕切り
○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種

行う○
○ 行わない

（ ビニルシート等○ ○ ）

材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編 2.2.1　表 2.2.1による。）

本工事で設置する。（　　　図参照　）

５０ＨＺ９．電源周波数
１０．はつり

　イ）放射線透過検査等による埋設物の調査　
　ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。　

　　　　　　　　　　　　　金属拡張系アンカー
　イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー 　（　接着剤（有機系））

　（　本体打込み式　　）
　ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験 行う 行わない
　　　　　　　　　　　　　施工後確認試験 行う 行わない

　機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

　施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。

試験成績書を監督職員に提出する。
盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

受変電盤制御盤分電盤

　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

防 犯 ･入 退 室 管 理 設 備駐車場管制設備
中央監視制御設備
発電設備

電力貯蔵設備受変電設備照明制御装置
試験成績書を監督職員に提出する。
各機器の個別運転後に下記の設備について総合動作試験を行い、

新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、
ＥＭケーブルを使用する。　　　・ケーブル

ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖ
　 架橋ポ リエ チレ ンケ ーブ ル（ ３層 押出 型） 」に よる もの とす る。　　　種類

１１．非破壊検査

１２．あと施工アンカー

１４．既存施設等の復旧

１３．撤去跡の補修

１５．支持金物
　　　・固定金具

１７．総合動作試験

１８．電線

１９．ケーブルの

※
※

　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレ
　　　ス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアンカーボルトのナットには
　　　ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

１６．既存盤の改造 下記盤類の改造等は、製造者等による作業とする。

盤類の改造前と改造後に関連する器具類、回路等の動作確認試験を行い、

　　　接続
２０．ケーブルの

「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。
屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ
－２５とする。　 　　 可と う管

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本
数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。　 　　 管路 など

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

金属製（ステンレス、新金属も含む） 樹脂製

アルミ製 銅合金製
水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

２１．厚鋼電線管

２ ２． 合成 樹脂 製

２ ３． 電線 本数 、

２４．インサート

２５．フラッシプレート

２６．フロアプレート

　　　ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ
２７．監視制御システムの

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。
　　　及び位置表示
２６．接地極の種別

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。
　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　　　⑤

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　　　発行する書面を提出し、監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　資料等の提出を省略することができる。

　　　　　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

機　材　名

分電盤

高圧交流遮断器
高圧スイッチギア（PW）
高圧スイッチギア（ CW）
キュービクル式配電盤

照明制御装置

制御盤

高圧変圧器（特定機器）
高圧進相コンデンサ
高圧限流ヒューズ
高圧負荷開閉器
交流無停電電源装置

中央監視制御（監視制御装置）

太陽光発電装置
監視カメラ装置

可変速運転用インバータ装置

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）
（常時インバータ給電方式（簡易型）を除く。）

環境への配慮 （１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
　　（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に

　　　「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものと
　　　する。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
　　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

　　　　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、
　　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
　　　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア
　　　　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な
　　　　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の
　　　　　　区分に応じた材料を使用する。
　　　　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含
　　　　　　有量が少ない材料を使用する。
　　　　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２
　　　　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添
　　　　　　加されていない材料を使用する。
　　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器
　　　　　　類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発
　　　　　　散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、
　監督職員に報告する。
　また、金属探知により電源供給の停止ができる附属装置を使用する。

屋外でＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブル相互の接続又は端末処理を
行う 場合 は、 端部 にシ ュリ ンク バッ ク対 策を 施す 。

外部ネットワークと接続する制御システム
あり（対象設備 受変電設備 構内情報通信網設備

中央監視制御設備 ）
なし

外部ネットワークと接続する箇所の不正アクセス防止対策
ファイアウォール 統合脅威管理 (UTM)

盤・キャビネットの錠の鍵
製造者の標準鍵
鍵の指定あり
対策機器（ 分電盤 制御盤 キュービクル 端子盤

通信キャビネット ）

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○

○

○
○

○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○○
○

○○
○

○○○

○

○
○

○○
○○

○

○

○

○

○

○
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○

○ ○ ○ ○
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　　　関する基本方針（令和８年２月閣議決定）」に定める特定調達品目

て等に関する基準」における 2の (1)手すり据置方式又は (2)手すり先行

）
下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。
（ 居　室

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。

２７．塗装

２８．機器取付高さ

キュービクル、分電盤、制御盤等のキャビネットの仕上げ

製造者の標準色仕上げとする。

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとし、それ以外は製造者の

標準色仕上げとする。

屋外 屋内 （ ）

※

２９．保温、結露
　　　防止

外部に面する壁、天井で建築工事でFP版（スタイロフォーム等）打込み
箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

○○

○○
○

○○

○

○ ○

○

○○

○

ネーム付きとする。１．タンブラスイッチ
アルミ製 樹脂製２．ＯＡフロア用

　　配線器具の蓋

特記 の無 い ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用ＯＡ ﾀｯﾌﾟは次 の仕 様とす る。
　 2Ｐ 15Ａ (接地 極 付 抜 止形 )× 4 ｺｰﾄﾞ3ｍ (ﾏｸﾞﾈｯﾄ付 )通 電 表 示 灯付

３ ． ﾊ ｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ
　 　 用 O A ﾀ ｯ ﾌ ﾟ

照明の人感センサ制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

　参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消
　　　　　　　灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」
　　　　　　　　注意プレート設置室： 便　所（計　　枚） （計　　枚）

　材質：アクリル　　文字：印刷文字 寸 法 ： W=180mm程 度 ,H=50mm程 度

４．人感センサ用
　　プレート

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

５ ． ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ付
　 　 ﾘ ﾓ ｺ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」
とする。

６．ＬＥＤ照明器具

各
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けなくともよい。

で立上げる。
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
の １ Ｐ サ イ ズ (100V2P1E,200V2P2E)と す る 。
分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JIS協約形８．分電盤

９．制御盤

３０．呼び線

３１．本受電後の
　　　基本料金

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のEM-IE電線を挿入する。

計上する（想定契約電力　　kw、想定期間　　ヶ月間）
計上しない

７．一般照明の照度測定 照度測定箇所は監督職員との協議による。

○

○ ○
○

○
○ ○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○○

１．工事場所

地上～
測　　点

鏡上端～中心

廊下表示灯 床上～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

制 御 用 ｽｲｯﾁ

呼 出 し ﾎﾞﾀﾝ

壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ(親 機 )
壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ

開閉器箱

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ﾌﾞ ﾗｹ ｯﾄ(一 般 )

ｺﾝ ｾﾝﾄ(厨 房 )
ｺﾝ ｾﾝﾄ(車 庫 )
ｺﾝｾﾝﾄ(機 械 室 )

ﾌﾞ ﾗｹ ｯﾄ(踊 場 )
ﾌﾞ ﾗｹ ｯﾄ(鏡 上 )

ｺﾝ ｾﾝﾄ(屋 外 ) 地上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

ｺﾝ ｾﾝﾄ(和 室 )

分　電　盤

ｺﾝ ｾﾝﾄ(一 般 )

ｽｲｯﾁ (一 般 )

ｽｲｯﾁ (和 室 )

ｺﾝ ｾﾝﾄ(台 上 )

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
台上～中心

床上～中心

機　　　　　器

積算用計器

ｺﾝｾﾝﾄ(車 椅 子 用 ) 床上～中心
ｽｲｯﾁ(車 椅 子 用 )

共
通

電
　
　
　
　
　
　
灯

誘
導
支
援
等

天井～上端 　　 200機器収容箱

ﾃﾚﾋﾞ端 子 (一 般 )
ﾃﾚﾋﾞ端 子 (和 室 )

都市 ｶﾞｽ用 (重 質 )
都市 ｶﾞｽ用 (軽 質 )
液化石 油 ｶﾞｽ用

　 1,3 00

　 1 ,1 00

　 1 ,1 00

　 1 ,3 00

　 1 ,3 00

　 　 900、 400

　 1 ,5 00

発　信　機
機器収容箱

表　示　灯
警 報 ﾍﾞﾙ

受　信　機
副受信機

床上～上端 　　 300
天井～上端
床上～上端 　　 300

　　 150

床上～操作部
床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

　 2, 30 0
　 2, 10 0

　 800～ 1,5 00
　 800～ 1,5 00

　　 150
　　 300

　 800～ 1,5 00
　 800～ 1,5 00

端子盤

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(一 般 )
壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(和 室 )

壁 付 ｱｯﾃﾈｰﾀ
壁 付 形 ｽﾋﾟｰｶ

ﾍ ﾞ ﾙ , ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ , ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁 付押 ﾎﾞﾀﾝ(一 般 )

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(一 般 )
壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ(一 般 )

1 , 0 0 0～ 1 , 3 0 0

2 , 0 0 0～ 2 , 5 0 0
2 , 1 0 0～ 2 , 3 0 0

　 　 150

　 1 ,3 00
　 80 0～ 1, 000

　 50 0～ 1, 00 0 壁付発信機
情報表示盤

　 1,3 00

　 1 ,2 00

1 5 0～ 2 00
　 　 150
　 　 300

　 　 1,500

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

　 1, 30 0
　 1, 30 0

　 1, 30 0
　 2, 30 0
　 1, 30 0

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心
　　 150

　 1, 30 0
天井高× 0.9
天井高× 0.9

　　 300

　 1, 50 0

取付 高 (mm)

1 , 8 0 0～ 2 , 0 0 0 集合保安器箱 天井～上端 　　 200

　 1, 50 0床上～中心機 器収容箱 (EPS)

　 　 900

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床上～中心 　 1, 40 0床上～中心
ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床上～中心 約 1, 35 0

イ
ン
タ
｜

火
災
報
知

テ
レ
ビ

表
示
等

時
計
拡
声

電
　
　
　
話

表２「機器取付高さ」

(各 1個 )

備考）天井高 3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職

壁付電話機 床上～中心 　 1, 30 0

天井高× 0.9

動
　
力

　　窓中心

(上限1,900以下)

　 　 1,500
(上限1,900以下)

( ﾊ ﾞ ﾘ ｱ ﾌ ﾘ ｰ ﾄ ｲ ﾚ用 )

(玄関子機 )

(復 旧 ﾎﾞﾀﾝ付 )

機　　　　　器 測　　点 取 付高 (mm)

　 　 1,500
(上端1,900以下)

ガ
ス
漏
れ

　
　
検
知
器

　　　員と協議する。

ホ
ン

引込開閉器 床上～中心 1, 8 0 0～ 2 , 2 0 0

雷
保
護

受
変
電

試験用接地端子箱 床上～下端 　 　 800

接地端子箱 床上～中心 　 　 500

ｽ ｲ ｯ ﾁ 床上～中心 　 1,1 00

(上限1,900以下)

(上限1,900以下)

( ﾊ ﾞ ﾘ ｱ ﾌ ﾘ ｰ ﾄ ｲ ﾚ )

県営浅虫水族館　大水槽改修工事　電気特記仕様書

青森市大字浅虫字馬場山　地内

県営浅虫水族館 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2 1 2 8,593 ㎡ (16)項イ 一般の施設

改修一式
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●

●

●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●
●
●

　　１．請負者は、常に施設等の安全に留意して、水族館の営業等に支障のないよう、

　　　　必要な処置を講ずること。

　　２．作業が水族館営業時間外になる場合は、警備対応を講ずること。

　　３．作業中生じた一切の事故及び損害は、請負者が負うものとする。

　　４．工事内容に応じ必要諸官庁届出がある場合は、請負者の責任の基で対応すること。

　　５．本仕様書に定めのない疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するものと

　　　　する。

　　※　本仕様書に記載されなくとも明らかに必要なものは、請負者の責任の基速やかに

　　　　対応すること。

その他　遵守すべき事項　

●
●

●
●

●
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ラッコプール

熱帯水槽コーナー

青森県淡水魚コーナー

温帯水槽コーナー

海底廊下

海洋水槽
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休憩及展示ホール

放養プール
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Ｄ
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Ｄ
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Ｄ

Ｄ
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廊下

（２）

予備室
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予備室

ＥＶ

休憩室

医務及

荷捌所
便所
職員

前室 冷凍庫
機械室
冷凍庫

湯沸室

館長室

スロープ

スタンド

放養
プール

アシカ舎

空調機室

遊び場

ペンギン

立見

ＳＳ

観覧通路

予備室

（１）

特別展示コーナー

観覧通路

トレーニングプール

プール
ホールディング

風除室

便所

食堂
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休憩コーナー

青
森
県
特
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コ
│
ナ
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コーナー
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厨房
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玄関
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キーパーウェイ

洗浄室
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1/600２階　平面図
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倉 庫

職 員便 所
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団体休憩室

スタンド

ロビー

空調機室

前室

身障者
トイレ

男子トイレ

女子トイレ

ラッコ空調機室

ＥＶ

ＤＳ

病理研究室

ＥＶ

Ｄ

空調機室
（１）

観覧通路

放養プール

管理室

観覧通路

控室

宿 泊室

資料庫

便 所

便所

キーパーウェイ

ふれあいの海

作業床（１）

研修室

連絡通路

図書庫
空調機室

（２）

熱帯雨林コーナー

ショープール

１階・２階　平面図

海亀水槽

施設課

埋没林
アジアの川

ア
マ
ゾ
ン
川

ア
マ
ゾ
ン

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽

1/600Ｅ－ ０３

飼育員室

照明設備改修位置

2026.05

総務課事務室

ポーチ 風除室

更衣 風除 SS

チケット事務室

ポーチ

作業床（２）
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作業床（２）作業床（２）

Ｂ４３２ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ Ｂ４６９ＳＣ Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ Ｂ４６９ＳＣ Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣＢ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ Ｂ４６９ＳＣＢ４６９ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

Ｂ４３２ＳＣ

（大水槽） （大水槽）

7
,1

75

7,500 7,500 7,500

7
,1

75

7,500 7,500 7,500

ＴＢ４３２ＳＣ

Ｂ４６９ＳＣ

ＬＥＤベースライト４０形　反射笠付型　防湿型・防雨型・ＳＵＳ　２９８０ｌｍ　２０．６Ｗ

ＬＥＤベースライト４０形　反射笠付型　防湿型・防雨型・ＳＵＳ　６４２０ｌｍ　４３．１Ｗ

ｔ２１０

電源装置はライトバー側に内蔵

ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

ＰＷＭ調光器　２４０Ｗ型投光器用

天井直付型、落下防止ワイヤー付

光束２１０００ｌｍ、消費電力２３５Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ９５、光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）

ＰＷＭ信号制御方式、ＬＥＤ内蔵、電源内蔵

周囲環境温度－２５℃～＋４０℃

防湿防雨形ＩＰ６５／ＬＥＤ交換不可

ＳＵＳチェーン吊具：１５００ｍｍ
（クリア塗装）

樹脂（ポリカーボネート・透明消）　耐塩塗装仕上

高天井用照明器具　防湿防雨型　２１０００ｌｍ　２３５Ｗ

ＳＵＳチェーン吊具：５０００ｍｍ
（クリア塗装）

ＮＷＰ（ナチュラルホワイトプロ）３台
ＤＢ（ディープブルー）３台

大水槽　照明　改修図　　1/200大水槽　照明　撤去図　　1/200

一時撤去再取付 蛍光管なし

蛍光管なし

再取付

Ｔ Ｔ

Ｔ

※１

※１

※１

※１

※１

※２※３

※３

Ｔ

※３

Ｔ
※３

１１

１ １

２３

３ １

Ｔ

ＥＭ－ＣＥ２ｓｑ－２Ｃ（Ｅ２５）

ＥＭ－ＣＥ２ｓｑ－２Ｃ×２（Ｅ３１）

１

２

３

ＥＭ－ＣＥ２ｓｑ－２Ｃ×３（Ｅ３９）

※１　１５０×１５０×１５０　ＷＰ－ＳＵＳ

※２　２００×２００×２００　ＷＰ－ＳＵＳ

※３　２５０×２５０×２５０　ＷＰ－ＳＵＳ

カバープレート
３個用

撤去後カバープレート取付

撤去

露出型非常灯 一時撤去再取付 １台

撤去

撤去

撤去 １０個

吊下型照明器具　ＦＬ４０Ｗ×１　　蛍光灯

吊下型照明器具　ＦＬ４０Ｗ×２　　蛍光灯

吊下型照明器具　ＦＬ４０Ｗ×２　　蛍光灯なし

吊下型照明器具　ＨＩＤ２００Ｗ　　水銀灯

撤去スイッチ　１Ｐ１５Ａ×８ １個

撤去ＶＶＦ２．０－３Ｃ

２台

１７台

２台

2026.05 照明設備　改修図



屋 外

●印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。
●印と※ 印の付いた場合は、共に適用する。

〇マルチパッケージ形空気調和機

一

般

共

通

事

項

Ⅰ 工事概要

１．工事場所

２．建物概要

３．工事種目（●印のついたものが対象工事）

建物別及び屋外 工 事 種 別

工事種目

建物名称 構　造 備　考
別表第１の区分地上 地下 塔屋 延べ面積(㎡)

施設の分類
消防法施行令建築基準法による階数

○ 換気設備

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

○ 衛生器具設備

○ 給水設備

○ 排水設備

○ 給湯設備

○ 消火設備

○ ガス設備

○ 厨房機器設備

○ 雨水利用設備

○ 浄化槽設備

指定部分工期：令和 　年 　月 　日

５．設備概要 （●印の付いたものを適用する。）

方式及び種別

空気調和方式

設 備 概 要

〇ダクト方式（〇中央　〇各階ユニット）
〇ファンコイル・ダクト併用方式 〇パッケージ方式
〇鋼製ボイラー
〇簡易貫流ボイラー
〇温風暖房機
〇チリングユニット
〇吸収冷温水機

主要熱源機器

〇鋼製簡易ボイラー
〇鋳鉄製ボイラー
〇温水発生機（〇真空式　〇無圧式）
〇空気熱源ヒ－トポンプユニット
〇吸収冷温水機ユニット

〇小型貫流ボイラー
〇鋳鉄製簡易ボイラー

〇パッケージ形空気調和機

給水方式 〇水道直結方式
〇高置タンク方式

換気設備

排煙設備

自動制御設備

〇１種換気

〇建築基準法　

〇電気式

〇２種換気

〇消防法　

〇電子式 〇デジタル式

〇水道直結増圧方式
〇受水タンク＋ポンプ直送方式

建物内の汚水と雑排水（〇分流式　〇合流式）
ポンプ排水
放流先 汚　水（〇直放流下水管　〇浄化槽）

雑排水（〇直放流下水管　〇浄化槽）

〇有（〇汚水　雑排水　〇湧水） 〇無

給湯設備 〇局所式 〇中央式

〇屋内消火栓設備
〇粉末消火設備
〇連結送水管設備

ガス設備
〇都市ガス(種別   　、高位発熱量      ＭＪ/?(Ｎ)、低位発熱量      ＭＪ/?(Ｎ)

排水方式

消火設備
〇スプリンクラー設備
〇不活性ガス消火設備
〇連結散水設備

〇泡消火設備

〇フード等用簡易自動消火装置
(〇　　　　　　　　　)

　供給圧力　　Ｐａ、一般ガス導管事業者名：　　　　　　　　　)〇液化石油ガス

〇３種換気

Ⅱ 工 事 仕 様
１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の

という｡)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課制定の「公共建築設備工事標準図

仕様書を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様は(   /   )図，建築工事の特記仕様は

書に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

(   /   )図による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

２．特記仕様
●印の付いたものを適用する。

章 項 目 特 記 事 項

〇２.工事期間中

〇３.再使用品の

建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。
〇風圧力

〇 無し

　風速(Ｖｏ＝　　　　ｍ/ｓ)、地表面粗度区分(　　　　　　　　)
〇積雪荷重
　平成12年

〇 有り(　　　　　　　　)

〇

　建設省告示第1455号における区域　別表(　　　　)

　停止させない機器

　特別な清掃等

〇１.適用区分

「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和７年版)」(以下，「改修標準仕様書」

(機械設備工事編)(令和７年版)」(以下，「標準図」という｡)による。ただし、改修標準仕様

(機械設備工事編)(令和７年版)」(以下，「標準仕様書」という。)による。

一

般

共

通

事

項

機械設備工事　特記仕様書

〇 空気調和設備

○本工事で設置する。　（　　　　　図参照）

（１）設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」
　　（独立行政法人建築研究所監修）により、次に示す設計用地震力に耐え

一

般

共

通

事

項

　　  

満たす証明となる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。ただし、次
の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する
書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料の提出
を省略することができる。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。

鋼製簡易ボイラー 鋳鉄製ボイラー 鋼製小型ボイラー
鋼製ボイラー 真空式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)
チリングユニット及び空気熱源ヒートポンプユニット

無圧式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)
吸収冷温水機

ユニット形空気調和機 ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

吸収冷温水機ユニット 遠心冷凍機 冷却塔

コンパクト形空気調和機

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機
パッケージ形空気調和機

エアフィルター(パネル形,折込み形)

マルチパッケージ形空気調和機

自動巻取形エアフィルター
電気集じん器
斜流送風機

全熱交換器(回転形,静止形) 遠心送風機(多翼形送風機)

消音ボックス付送風機軸流送風機
横形遠心ポンプ 水中モーターポンプ(汚水用,雑排水用,汚物用)
立形遠心ポンプ 風量ユニット(定風量・変風量) 自動制御システム

ＦＲＰ製パネルタンク ステンレス鋼板製パネルタンク(溶接組立形)

衛生器具ユニット 密閉形隔膜式膨張タンク(空調用,給湯用)

ステンレス鋼板製パネルタンク(ボルト組立形) スプリンクラー消火システム

不活性ガス消火システム 泡消火システム ハロゲン化物消火システム
厨房システム マンホールふた・弁桝ふた

別　表 (品質及び性能に該当する材料・機材等)

機械設備工事機材承諾図様式集(令和４年版)によるほか、監督職員の指示による。

エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加され

    

    

    

    

　    

(１)本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
(平成12年法律第100号)に基づく、｢環境物品等の調達の推進に関する

を満たす環境物品等を選択するよう努める。
ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断
の基準を満たすものとする。

(２)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
性能を有すると共に、次の①から④までを満たすものとする。
① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ
トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材
料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量
が少ない材料を使用する。 

③ 接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類
は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな
いか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

ていない材料を使用する。

応じた材料を使用する。

基本方針(令和８年２月閣議決定)｣による特定調達品目の判断の基準

※別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣に
基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１｢手すり先

据置方式又は(２)手すり先行専用足場方式により行う。
行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(１)手すり

建築物内での火気の使用は原則として行わない。

調査項目　〇既存資料調査
調査範囲　〇図示　  〇

監督職員に報告を行う。ただし、走査式埋設調査で埋設物の調査が
できない場合は、監督職員との協議による。

調査方法　〇図示　　〇

〇保温材(石綿入りけいそう土保温材１号)
〇保温外装材(アスベストセメント) 〇保温外装材(特殊石綿板)

〇配管接合材(石綿ジョイントシート)

　含有製品及び調査
イ)次の撤去部位は石綿含有製品が使用されており、原則調査不要とする。

〇たわみ継手

〇煙道用パッキン(煙道伸縮部：石綿ロープ)

〇ダクトパッキン(石綿テープ)
〇煙道用パッキン(壁貫通部：アスベスト)

に報告する。
ロ)次の撤去資機材等についてはアスベスト含有製品調査を行い、監督職員

調査範囲 (〇熱源機器　〇　　     　　　　)
調査方法 (〇型番確認の上製造者ヒアリング　〇　     　　　　　)

ハ)撤去資機材等については定性分析調査を行うものとし、採取部位及び
サンプル数は監督職員と協議する。

〇１１.アスベスト

なお調査にかかる費用は、〇本工事 〇別途　とする。
イ)管周囲の保護　　 ※山砂の類

(ただしコンクリート管の周囲は根切り土の良質土)
〇１２.埋戻し土

ロ)埋戻し土　※根切り土の中の良質土　〇山砂の類
イ)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
ロ)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下

〇１３.容量等の表示

とする。
50Ｈｚとする。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護
規格は製造者規格による標準品としてもよい。

〇１５.電動機

　　　機器の重量[ｋＮ](水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量)
に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとす
る。

　　る方法とする。
　　ただし、重量１kN以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　　を採用する場合はこの限りではない。

①設計用水平地震

〇

〇５.機材の品質等

〇４.再使用品の状態
及び性能・機能確認

(１)本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能の他、
通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

(２)別表に機材等名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべて事項を

（２）1kNを超える機器のアンカー類については耐震支持に対する計算書を提
　　出する。

  10～12階建の場合は上層３階、13階以上の場合は上層４階とする。
     
・水槽類にはオイルタンクを含む。
・重要機器は次による。
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］

　　　設計用水平地震力の１／２とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
　　②設計用鉛直地震力

　　③機器類および支持架台類固定用のワッシャーの選定は座屈防止を十分
　　　検討する。

・上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

(３) 呼び径50以下の鋼管のねじ加工は原則として転造ねじ加工とする。
ただし、樹脂ライニング鋼管(ポリ紛体鋼管を除く)のねじ加工は切削
ねじ加工とする。

(４) 排水管の90°曲管は原則として大曲管とする。

（２）〇露出金属電線管は次の部分の塗装を行う。
○　 屋外架空部 　 機械室○ 　 屋内一般○

○
　　　サイバーセキュリティ

○　鍵の指定あり

外部ネットワークと接続する制御システム
○　あり（対象設備　　　　　　　　　　）　○　なし
外部ネットワークとの接続する箇所の不正アクセス防止対策
○　ファイアウォール　　　○　統合脅威管理（UTM）
盤・キャビネットの錠の鍵
○　製造者の標準鍵

３４．監視・制御システムの

     

〇風量調整
各機器の個別運転調整後に次の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

〇室内外空気の温湿度の測定
〇室内気流及びじんあいの測定 〇騒音測定
○水質の測定（○飲料水 ○雑用水 （※本工事に費用は含まない））

特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同
じとする。

図示の箇所に施工する。施工方法は「標準図」建築物導入部の変位吸収配
管要領(一)、(二)による。( 〇(ａ)　〇(ｂ)　〇(ｃ) )

〇１８.弁等のサイズ

〇１９.建物導入部
配管の変異吸収

取り付け箇所及び仕様は図示による。〇２０.絶縁継手取付箇所

は吊り用ボルトで行い、振れ止めを施したものとする。
標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持〇２１.支持及び固定

り金物との間に設け、自重による断熱材の食込みを防止する。
二)冷媒管の吊り用支持受け材として保護プレートを、断熱材被覆銅管と吊

用する。
ハ)冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使
ロ)振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

レス製(SUS304)とする。
イ)ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステン

・固定金具

(２) 埋設表示テープ(排水管を除く)   ※要　　○不要
(１) 地中埋設標(図示の位置)　　　　 ※要　　○不要〇２３.地中埋設標等

(チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付け及び整備)
〇冷凍空気調和機器施工

〇建築板金施工(ダクト製作及び取付け)

〇熱絶縁施工(保温工事)

〇配管施工(配管工事) 〇２４.技能士の適用

(２) 溶接部の非破壊検査　　※不要　　〇要(　　　　　　　　)

(１) ステンレス鋼管の接合は下記による。
※呼び径60Su以下（ ○SAS322を満足した継手（　　　）式　○　　 ）

〇接着系アンカー(接着剤は有機系とする)
ただし、配管・ダクト・機器等の天井つり下げ用アンカーには、接着系
アンカーを使用しない。

イ)性能確認試験　　※行わない　○行う
ロ)施工後確認試験　※行わない　○行う
既設インサート及びアンカーボルト　※使用しない　〇使用する〇２７.既設インサート他

給　水　※行わない　○行う　　排　水　※行わない　○行う
冷温水　※行わない　○行う　　冷却水　※行わない　○行う

試験方法

冷温水　〇　　　　　〇　　　　冷却水　〇　　　　　〇
給　水　〇　　　　　〇　　　　排　水　〇　　　　　〇　　

〇２８.既設配管の試験

工事区分表による。〇２９.他工事との工事区分
（１）〇保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管(鋼管)、

〇図示による。
ダクトには塗装を行う。

電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１ 表４.１.１１による。

回収
冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３に
より適切に行うこと。ただし、家電リサイクル対象機器は除く。

家電リサイクル対象機器の冷媒回収方法はポンプダウン方式とする。
　冷媒回収の費用は( 〇本工事　〇工事範囲外 )とする。

　リサイクル料金は( 〇本工事　〇工事範囲外 )とする。

チックケースに入れ、監督職員の指示する場所に設置する。
機器等の取扱い方法及び系統を書いた図面呼称Ａ１の図面(　枚)をプラス〇３３.案内板等

屋外に設置する危険物表示板等の材質はアルミニウム製とする。

　　対策機器（○監視盤　○自動制御盤　　○　　）

〇３０.塗　装

〇３１.電線類
〇３２.冷媒(フロン系)

1.5

 設計用標準水平震度

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器
機 器 種 別

重要機器 一般機器

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

2.0
2.0
2.0

1.5

1.5
2.0

1.5
2.0
1.5

1.0
1.5
1.0

　 上 層 階

　屋上及び塔屋

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

1.5 1.0

1.0
1.5

1.0
1.5
1.0

0.6
1.0
0.6

中間階

地階・１階
機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

1.0
1.0
1.5

0.6
1.0
1.0

0.6
1.0
1.0

0.4
0.6
0.6

1.5

別契約工事

ンドカッターによる。
既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは、原則としてダイヤモ

　標準仕様書によるほか、冷温水管及び蒸気配管の貫通部には、鞘管を入れ隙間
を断熱材等で埋める。

※

※

（３）設計図書に示された配管工事で掘削深さが1,500mmを超える場合は、図示に
よる方法で土留めを行う。

規定による。
（２）公道部は、水道事業者、下水道事業者、ガス供給事業者及び道路管理者

○
　 本工事(約　　km(搬出調書等を提出する))構外搬出適正処理：

 　構内指示の場所に堆積
○

構内指示の場所に敷き均し
（５）残土(発生土を含む)処理
（４）土中埋設配管は、配管下100mm・配管上100mmを山砂等で埋め戻す。

○

（１）屋内露出の保温外装は、合成樹脂カバー２とする。

ロスの外装色の分類は、以下を標準とする。
（２）床下暗渠内(ピット内を含む)の保温に使用する着色アルミガラスク

赤系
緑系
黒系
青系
白系

温水・蒸気管
冷水・冷温水管
給湯管

消火管
給水管

外装色

（１）
（２）

指針を設ける。

熱源機器には、個々に地震感知器を付属する。
圧力計、連成計、水高計及び電流計等の計器類には、正常値を示す赤

（１）配管は下記による。

○※
○※
○※
○※
○※

構内一般 客土掘削土人力土工機械土工構内車路
埋戻し用土土工事区分埋設深さ(m)

油管
消火管
ガス管
排水管
給水管

〇３８.貫通部の処理

〇３５.保温外装

〇３６.計器類

○３７.土工事

一
般
共
通
事
項

自
動
制
御
設
備

別図による。
　その他

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

〇３.電動弁 開閉状態の遠方表示用接点を　　○設ける　　○設けない。

〇４.弁耐圧 　　　　　ＭＰａ

(1) 室内温湿度検出器等を2個以上併設する場合は、サーモケースを使用

新設配管材料 既設配管材料（改修）配管種別適用

冷温水管
○
※　配管用炭素鋼鋼管(白)○

(2) 電動機用電流計は延長目盛電流計とし、赤指針付きとする。
する。

　 たわみ継手は１箇所につき２箇所切断する。

配

管

材

料

対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１表４.１.１１による。

天井内隠ぺいのケーブルは、図面に特記がなければころがし配線とする。

給水管

○　(屋外地中配管)水道配水用ポリエチレン管

○　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管
　　(○PB　　○PD)

　　(○VB　　○VD)
○　ステンレス鋼管
※　(屋外地中配管)水道用ポリエチレン二層管

○

○

４．指定部分　〇 無し　〇 有り

〇６.機材の承諾図
〇７.環境への配慮

〇８.足場その他

〇９.火気の使用
〇１０.施工調査 事前調査　〇要　〇不要

〇はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、

〇１４.電源周波数

〇１６.耐震施工

〇１７.総合試運転調整

〇２２.支持金物

、〇水量調整

〇２５.配　管

あと施工アンカー〇２６. 〇金属拡張系アンカー(※本体打込式)

〇３９.はつり

〇１.システム構成

〇２.計装用配線

〇５.その他

〇既存のまま
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県営浅虫水族館　大水槽改修工事

青森市大字浅虫地内

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

県営浅虫水族館 RC・S造 ２階 ２階１階 8,593 ㎡ (16)項イ 一般の施設

改設一式

本　館

● ろ過水槽設備

2026.05 Ｍ－ ０１

１.屋　内 (１) ろ過設備

(２) ろ過配管設備

(３) ろ過ポンプ設備

● ろ過ポンプ改修する。

● ろ過機器の改修を行う。

● ろ過用配管の改修を行う。

　　１．請負者は、常に施設等の安全に留意して、水族館の営業等に支障のないよう、

　　　　必要な処置を講ずること。

　　２．作業が水族館営業時間外になる場合は、警備対応を講ずること。

　　３．作業中生じた一切の事故及び損害は、請負者が負うものとする。

　　　　する。

　　※　本仕様書に記載されなくとも明らかに必要なものは、請負者の責任の基速やかに

　　　　対応すること。

その他　遵守すべき事項　

　　４．工事内容に応じ必要諸官庁届出がある場合は、請負者の責任の基で対応すること。

　　５．本仕様書に定めのない疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するものと

●

●

●

●

●
● ●

●

●

●

●
●

●

●

● ●

●

●●

●

●●

●

ろ過管● ●　硬質塩化ビニル管 （ ● VP　　● HIVP ）

機械設備　特記仕様書



Ｎ

海水浴場

浅虫温泉森林公園

八大龍神社

浅
虫観

光
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青森県営浅虫水族館

土
屋
ト
ン
ネ
ル

Ｎ

至 平内

配　置　図 1/3,500

浅虫温泉駅

海づり公園

温泉街至　青森市街

県営浅虫水族館

駐車場

国
道

４
号

線

至　平内町

青
い

森
鉄

道

浅虫温泉駅

道の駅

ゆ～さ浅虫

青い森鉄道

浅虫温泉森林公園

案　内　図
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１階　平面図 1/600
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7,0006,0006,0006,5009,3808,0006,0006,0006,0006,0007,5007,5007,5007,5007,5007,5007,5007,5005,0003,1006,7004,0005,000

13,0004,3802,7354,7653,0701,35010,800350
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巣穴

アザラシプール①

アザラシプール②

アシカプール

調
餌
ス
ペー

ス

キー

パー

ス
ペー

ス

ラッコプール

熱帯水槽コーナー

青森県淡水魚コーナー

温帯水槽コーナー

海底廊下

海洋水槽

便所

休憩及展示ホール

放養プール

機械室

観覧通路

Ｕ

Ｄ

Ｕ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｐ
Ｓ

Ｄ

Ｕ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
Ｄ

廊下

（２）

予備室

(３）

予備室

ＥＶ

休憩室

医務及

荷捌所
便所
職員

前室 冷凍庫
機械室
冷凍庫

湯沸室

館長室

スロープ

スタンド

放養
プール

アシカ舎

空調機室

立見

ＳＳ

観覧通路

予備室

（１）

特別展示コーナー

観覧通路

トレーニングプール

プール
ホールディング

風除室

便所

食堂

ショープール

休憩コーナー

青
森
県
特
別
コ
│
ナ
│

青森淡水魚
コーナー

便所

便所

厨房
休憩

玄関

便所
便所

調餌室

飼育スペース

ボイラー室

飼育室

キーパーウェイ

キーパーウェイ

洗浄室

カフェ

エントランスホール
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7,0006,0006,0006,50024,00025065,00018,800

6,0006,0006,0006,0007,5007,5007,5007,5007,5007,5007,5007,5005,000

13,0004,380

3,1006,7009,000

1/600２階　平面図

浴室 ダ イバ ー

湯 沸 室

浴 室

脱衣 室 脱 衣室

ダ イ バー

倉 庫

職 員便 所

培養室

団体休憩室

作業床（２）

スタンド

ロビー

空調機室

前室

身障者
トイレ

男子トイレ

女子トイレ

ラッコ空調機室

ＥＶ

ＤＳ

病理研究室

ＥＶ

Ｄ

空調機室
（１）

観覧通路

放養プール

管理室

観覧通路

控室

宿 泊室

資料庫

便 所

便所

キーパーウェイ

ふれあいの海

作業床（１）

研修室

連絡通路

図書庫
空調機室

（２）

熱帯雨林コーナー

ショープール

１階・２階　平面図

海亀水槽

施設課

埋没林
アジアの川

ア
マ
ゾ
ン
川

ア
マ
ゾ
ン

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

大水槽

1/600

飼育員室

Ｍ－ ０３

ろ過水槽改修位置

ろ過ポンプ改修位置

2026.05

総務課事務室

ポーチ 風除室

更衣 風除 SS

チケット事務室

ポーチ
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Ｍ－ ０４

7,5007,500

疑岩

疑岩

疑岩

大水槽

←100

250→排水

原水（ろ過ポンプより）

逆
洗

水
1
2
5
→

ろ過機 ろ過機 ろ過機

別紙平面詳細・断面詳細図参照

実線部分は改修

破線部分は既存配管再使用

100

BV

100

1
0
0

1
00

100

100

BV

BV

100

100

BV

150

100

150

50

既存管へ接続

既存管へ接続

1
0
0

有孔塩ビ管-100（疑岩内）

有
孔

塩
ビ

管
-
10
0
（

疑
岩

内
）

有
孔
塩

ビ
管

-
1
0
0
（
疑

岩
内

）

有孔塩ビ管-100（疑岩内）

有孔塩ビ管-100（疑岩内）

※有孔塩ビ管のルート等は施工時に現場職員と再協議の上行うこと

疑岩内へ疑岩内へ

キャップ止め

キャップ止め

疑岩内へ

塩ビヘッタ―

（既存使用）

塩ビバルブ

（既存使用）

※ヘッタ―廻りの塩ビ管の更新

　再使用のヘッタ―・バルブの清掃

　既存アングル架台の再使用（清掃）

AV-25

AV-15

ろ過配管　改修平面図

1/50ろ過配管　改修平面図

2026.05



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号 1/50

県営浅虫水族館　大水槽改修工事

Ｍ－ ０５

100A　逆洗水

100A　処理水

50A　タンクドレン

100A　原水

150A　逆洗排水

F 50A F 50AF 50A

BV 50A BV 50ABV 50A

BAV 50A

BV 50A

BAV 50A

BV 50A

BAV 50A

BV 50A

BAV 100A

BV 100A

BAV 100A

BV 100A

BAV 100A

BV 100A

BAV 50A BAV 50A BAV 50A

F 100A F 100A F 100A

1/50平面詳細図

1/50展　開　図

ろ過配管　平面詳細図・展開図2026.05

・施工上必要な個所にバキュ－ムブレ－カ－・バルブ・チャッキ・フレキ等を取付

・各流量計の上流側・下流側の直管長は必ず確保すること

・図面は参考図とする
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県営浅虫水族館　大水槽改修工事

Ｍ－ ０６ ろ過機図（参考図）

1/50ろ　過　機　図
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規格・寸法 材質 数量品番 品　名 備 考

1

2

ろ過タ ンク 1

操作弁

FRPI.Dφ1700×h1500

U-PVC

空気抜弁 U-PVCﾎﾞ-ﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 25A

排水弁

圧力計 － 2

1U-PVC

検水コック(処理水)

検水コック(原水)

U-PVC

U-PVC

R1/2×ﾎ-ｽ

R1/2×ﾎ-ｽ 1

1

75mm-0.4MPa　隔膜式

ﾎﾞ-ﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 50A

1

※ 重量

架台 Ｌ100×50×ｔ5　溶融亜鉛鍍金仕上 SS400 1

： 機器重量 1,300kg(ろ材含まず)，運転重量 8,100kg

3

4

5

6

7

8

操作弁 ﾎﾞ-ﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 100A U-PVC

ﾎﾞ-ﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 50A 3

2

9

※ 処理能力

※ 管種

※ 装置接続

仕　様

※ ろ過タンク

※ 型　式

： Ｑ＝17m/h，Ａ＝2.268㎡，Ｖ＝7.5m/h

： SFH-1700M型 

： FRP製耐圧円筒堅形，設計圧力 0.2MPa

： HIVP

： 原水入口・処理水出口・洗浄排水　50A

　 逆洗水入口・逆洗出口　100A

2026.05

3



備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号 1/50
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Ｍ－ ０７ ろ過機　既存図（撤去図）
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塩ビヘッタ―
（既存使用）

塩ビバルブ
（既存使用）

GV-25
撤去

GV-15
撤去

2026.05

←100

※ヘッタ―廻りの塩ビ管の撤去

破線部分は既存配管再使用

実線部分は撤去1/50ろ過機　既存図　撤去図


